
 

 

宮代町子ども・子育て支援事業計画策定のためのアンケート調査 

ご協力のお願い（小学生用） 

 

 皆さまには、日頃から児童福祉行政に関するご理解とご協力をいただき、深く感謝申し上げます。 

 このたび、町では、令和２年度に策定した「第２期宮代町子ども・子育て支援事業計画」を見直し、

第３期計画を策定するにあたり、幼稚園・保育所・放課後児童クラブなどに関する皆さまの利用状況

や今後の利用希望、子育て支援に対するご要望を把握することを目的として、アンケート調査を実施

することとなりました。 

 ここで回答していただいた内容（施設や事業の利用希望等）は、今後の具体的な利用の可否を決定

するものではありませんので、現在の希望や意見等をご回答ください。 

 また、アンケート調査は無記名で実施し、統計的に処理いたします。自由にご記入いただくご意見

につきましても、個人が特定されないよう配慮し、プライバシーの保護には万全を期しておりますの

で、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

  令和５年●月 

宮代町長 新 井 康 之 
 

                              ～必ず読んでからご回答ください～ 

＊このアンケートは、郵送またはインターネット（回答方法は別紙参照）によりご回答ください。 
＊小学校就学前の未就学児童と小学生がいらっしゃるご家庭を無作為抽出して調査票をお送りしてお

りますので、未就学児童用と小学生用の２種類の調査票が届くご家庭があります。 
 大変お手数をおかけして申し訳ございませんが、それぞれの宛名のお子さんに関して２通ともご記入

いただき、ご返答くださいますよう、ご協力をお願いいたします。 

１．ご記入は、宛名のお子さんの保護者の方にお願いいたします。 

２．ご回答は、選択肢の番号に○をつけていただく場合と、数字等をご記入いただく場合がございます。 

３．選択肢の場合、お選びいただく数が設問によって異なります。注意書きに従ってご記入ください。

また、「その他」に○をつけていただいた場合には、（  ）内に具体的な内容をご記入ください。 

４．時刻を数字でご記入いただく場合は、２４時間制（例： 0   8 時～ 1   8 時）でご記入くだ

さい。また、数字は１枠につき１字をご記入ください。 

５．設問によってご回答いただく方が限られる場合があります。注意書きや矢印に従ってご回答くださ

い。特に注意書きのない場合は次の設問にお進みください。 

６．お手数ですが、ご回答を●月●日（●）までにお願いいたします。郵送の場合は、同封の返信用封

筒に入れて、お近くの郵便ポストにご投函ください。切手の貼付や差出人の記入は必要ありません。 

７．ご回答いただく上でご不明な点、調査に関するお問い合わせは、下記までお願いいたします。 
 

 

 

          宮代町子育て支援課 

          電 話 ：0480-34-1111（内線 360） FAX：0480-34-1163          

          e-Mail: children@town.miyashiro.saitama.jp 
 

 

 

ID： 
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封筒の宛名のお子さんとご家族の状況について 

問１  宛名のお子さんの学年をお選びください。 

 １．１年生 ２．２年生 ３．３年生 ４．４年生 ５．５年生 ６．６年生 

 

問２ 宛名のお子さんのきょうだいは何人いらっしゃいますか。宛名のお子さんを含めた人数を□内に数字で

ご記入ください。お２人以上のお子さんがいらっしゃる場合は、末子の方の生年月をご記入ください。 ま

た、希望するお子さんの数は何人ですか。 

 きょうだい数   人 ／ 末子の生年月   西暦          年      月生まれ 

 希望するお子さんの数     人 

 

問３ 宛名のお子さんと同居しているご家族の構成は、どれにあたりますか。あてはまる答えの番号に１つだけ

○をつけてください。また、同居している家族の人数もお答えください。 

  １．両親と子          ２．母と子(ひとり親家庭)        ３．父と子(ひとり親家庭) 

  ４．祖父母(又はそのどちらか)と両親と子     ５．祖父母(又はそのどちらか)と母と子 

  ６．祖父母(又はそのどちらか)と父と子      ７．その他（                     ） 
 

 ・同居している家族全員（宛名のお子さんを含む）    人 

      

 

問４ 日頃、お子さんを預かってもらえる人はいますか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。 

 １．日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる             ⇒ 問５ へ 

 ２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に預かってもらえる    ⇒ 問５ へ 

 ３．日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる            ⇒ 問５ へ 

 ４．緊急時もしくは用事の際には子どもを預けられる友人・知人がいる   ⇒ 問５ へ 

 ５．いずれもいない                           ⇒ 問６ へ 

 

問５ 【問４で「１」から「４」までの答えを選ばれた方にお伺いします】 

祖父母または友人や知人に預かってもらっている状況について、あてはまる答えの番号すべてに○をつけ

てください。 

１．預かってもらうことについては、特に問題はない 

 ２．祖父母または友人や知人の、身体的負担が心配である 

 ３．祖父母または友人や知人の、時間的制約や精神的な負担が心配である 

 ４．親の立場の自分たちが、負担をかけていることが心苦しい 

５．その他 （                              ） 

 

問６ 宛名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方として、あてはまる答えの番号に１つだけ○をつ

けてください。続柄は宛名のお子さんからみた関係です。  

１．父母ともに ２．主に母親 ３．主に父親 ４．主に祖父母 ５．その他（        ） 

 

問７ お住まいの地区は次のうちどちらですか。（お住まいの小学区１つに○）   

１．百間小学校区 ２．東小学校区 ３．笠原小学校区 ４．須賀小学校区 

  東・中・金原・逆井・

山崎・西原・姫宮・川

端・宮東・東姫宮 

  宮代・百間 1～6丁

目・中島・道佛・須

賀の東小学校区内 

本田・中央・笠原・学園台字

百間・東粂原の笠原小学校区

内・須賀の笠原小学校区内 

  和戸・宮代台・国納・西粂原・

東粂原の須賀小学校区内・須

賀の須賀小学校区内 
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宛名のお子さんの保護者の就労状況について 
 

問８ 宛名のお子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお答えください。 

（１）母親（１つに○） 【父子家庭の場合は記入不要 ⇒ （２） へ】 

１．フルタイム※で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない    ⇒ （１）－１、２ へ 

２．フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である     ⇒ （１）－１、２ へ 

３．パート・アルバイト等※で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない ⇒ （１）－１、２ へ 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である ⇒ （１）－１、２ へ  

５．以前は就労していたが、現在は就労していない            ⇒ （２） へ 

６．これまで就労したことがない                    ⇒ （２） へ 

※フルタイム：週５日・１日８時間程度 ／ パート・アルバイト等：フルタイム以外                                 

（１）－１ 【（１）で「１」～「４」に○をつけた方のみ】 

１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や

就労時間が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答えください。産休・育休・介護休業中の

方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

１週あたり   日   ／   １日あたり     時間 

（１）－２ 【（１）で「１」～「４」に○をつけた方のみ】   

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答

えください。産休・育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

家を出る時刻      時   ／   帰宅時刻      時 

 

（２）父親（１つに○） 【母子家庭の場合は記入不要 ⇒ 問13 へ】 

１．フルタイムで就労しており、育休・介護休業中ではない        ⇒ （２）－１、２ へ 

２．フルタイムで就労しているが、育休・介護休業中である         ⇒ （２）－１、２ へ 

３．パート・アルバイト等で就労しており、育休・介護休業中ではない    ⇒ （２）－１、２ へ 

４．パート・アルバイト等で就労しているが、育休・介護休業中である    ⇒ （２）－１、２ へ  

５．以前は就労していたが、現在は就労していない            ⇒ 問10 へ 

６．これまで就労したことがない                    ⇒ 問10 へ 

（２）－１ 【（２）で「１」～「４」に○をつけた方のみ】 

１週あたりの「就労日数」、１日あたりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えください。就労日数や

就労時間が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、

休業に入る前の状況についてお答えください。 

１週あたり   日   ／   １日あたり     時間 

 

（２）－２ 【（２）で「１」～「４」に○をつけた方のみ】 

家を出る時刻と帰宅時刻をお答えください。時間が一定でない場合、もっとも多いパターンについてお答

えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。 

家を出る時刻     時   ／   帰宅時刻      時 
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問９ 【問８の（１）または（２）で「３」、「４」（パート・アルバイト等で就労）に○をつけた方のみ 】 

フルタイムへの転換希望はありますか。（それぞれ１つに○） 

(１)母親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望  

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

(２)父親 

１．フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある 

２．フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない 

３．パート・アルバイト等の就労を続けることを希望  

４．パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい 

 

問 10 【問８の（１）または（２）で「５」、「６」（就労していない）に○をつけた方のみ】 

就労したいという希望はありますか。（それぞれ１つに○、該当する記号１つに○、該当する□内に記入） 

(１)母親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労するつもりはない）  

２．１年より先、一番下の子どもが      歳になったころに就労したい  

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

       ア．フルタイム 

       イ．パートタイム、アルバイト等 

                 （１週あたり   日 １日あたり     時間） 

４．わからない 

(２)父親 

１．子育てや家事などに専念したい（就労するつもりはない）  

２．１ 年より先、一番下の子どもが      歳になったころに就労したい  

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

       ア．フルタイム 

       イ．パートタイム、アルバイト等 

                 （１週あたり   日 １日あたり     時間） 

４．わからない 

 

問 11 【問 10 の（１）または（２）で「２」、「３」に○をつけた方のみ】 

就労希望がありながら、現在働いていない理由は何ですか。もっとも近い答えの番号に１つだけ○を

つけてください。 

 １．放課後児童クラブ(学童保育)などのサービスが利用できない 

 ２．働きながら子育てできる適当な仕事がない 

 ３．自分の希望どおりの仕事がない 

 ４．家族の考え方(親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない  

 ５．その他 （                                       ） 

 

  

希望する 

就労形態 

希望する 

就労形態 
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放課後児童クラブ(学童保育)の利用及び放課後の過ごし方について 

問12 宛名のお子さんについて、現在、放課後児童クラブ（学童保育）を利用していますか。また、利用し

ていない場合、今後利用したいと思いますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 １．利用している    ⇒ 問 13  へ      

 ２．今後、利用したい ⇒ 問 14・15  へ 

 ３．利用希望はない   ⇒ 問 14  へ 

 

問 13 【問 12 で「１」に○をつけた方のみ】 

宛名のお子さんの、現在の放課後児童クラブ(学童保育)の利用日数はどれくらいですか。また、利用

している理由について、あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

【利用日数】 

  週     日くらい   →  うち土曜日の利用 （ １．ある  ２．ない  ）                        

【利用している理由】 

 お子さんの身の回りの世話を主にしている方（主な保護者）が、 

１．現在就労している 

２．就労予定がある／求職中である 

３．家族・親族などを介護しなければならない 

４．病気や障がいがある 

５．学生である 

６．その他 （                ） 

 

問 14 【問 12 で「２」「３」に○をつけた方のみ】 

利用していない理由について、もっともあてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 お子さんの身の回りの世話を主にしている方（主な保護者）が、 

１．現在就労していないから 

２．放課後児童クラブ(学童保育)を知らなかったから 

３．近くに放課後児童クラブ(学童保育)がないから 

４．放課後児童クラブ(学童保育)に空きがないから 

５．放課後児童クラブ(学童保育)の開所時間が短いから  

６．利用料がかかるから 

７．子どもは放課後習い事をしているから 

８．放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから 

９．他の施設に預けているから 

10．その他 （                ） 

 

問 15 【問 12 で「２」に○をつけた方のみ】 

今後、利用したい理由について、もっともあてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 お子さんの身の回りの世話を主にしている方（主な保護者）が、 

１．現在就労している 

２．就労予定がある／求職中である 

３．そのうち就労したいと考えている 

４．家族・親族などを介護しなければならない 

５．病気や障がいがある 

６．学生である／就学したい 

７．就労していないが、子どもの教育などのために預けたい 

８．その他 （                ） 
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問 16【宛名のお子さんが小学校低学年（１～３年生）の方にお伺いします】 

宛名のお子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）

の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（あてはまる番号すべてに○、希望する週あ

たりの日数を記入、「６．放課後児童クラブ（学童保育）」の場合には利用を希望する時間を記入） 

１．自宅 週  日くらい     
 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週  日くらい     
 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週  日くらい     
 

４．子育て広場 週  日くらい     
 

５．放課後子ども教室※1 
週  日くらい     

 

６．放課後児童クラブ（学童保育）※2 
週  日くらい 下校時から   時まで 

 

７．ファミリーサポートセンター 週  日くらい     
 

８．その他（公民館、公園など） 週  日くらい     
 

※１ 放課後子ども教室：地域の協力を得て、放課後や週末に小学校や公民館で学習・スポーツ・文化芸術活動など

を体験する取組です。保護者の就労の有無に関わらず、すべての小学生が利用できます。 

※２ 放課後児童クラブ：地域によって学童保育などと呼ばれています。保護者が就労等により昼間家庭にいない場

合などに、指導員の下、子どもの生活の場を提供するものです。＜平均利用料（月額）８，０００円程度＞ 
 

問 17 【すべての方にお伺いします】 

宛名のお子さんについて、小学校高学年（４～６年生）では、放課後（平日の小学校終了後）の時

間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。 

（あてはまる番号すべてに○、希望する週あたりの日数を記入、「６．放課後児童クラブ（学童保育）」

の場合には利用を希望する時間を記入）          

１．自宅 週  日くらい     
 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週  日くらい     
 

３．習い事（ピアノ教室、サッカークラブ、学習塾など） 週  日くらい     
 

４．子育て広場 週  日くらい     
 

５．放課後子ども教室 週  日くらい     
 

６．放課後児童クラブ（学童保育） 週  日くらい 下校時から   時まで 
 

７．ファミリーサポートセンター 週  日くらい     
 

８．その他（公民館、公園など） 週  日くらい     
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問 18 【問 16 または問 17 で「６．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方のみ】 

宛名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありますか。なお、

事業の利用には一定の利用料がかかります。（それぞれ１つに○、利用したい場合は時間帯を記入） 

（１）土曜日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい                       

２．高学年（４～６年生）においても利用したい 

３．利用する必要はない 

利用したい時間帯 

      時から      時まで 

（２）日曜日・祝日 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい                     

２．高学年（４～６年生）においても利用したい 

３．利用する必要はない 

利用したい時間帯 

      時から      時まで 

 

問19 宛名のお子さんについて、お子さんの夏休み・冬休みなどの長期休暇期間中に放課後児童クラブの利

用希望はありますか。なお、事業の利用には一定の利用料がかかります。 

   （１つに○、利用したい場合は時間帯を記入） 

１．低学年（１～３年生）の間は利用したい                     

２．高学年（４～６年生）においても利用したい 

３．利用する必要はない 

利用したい時間帯 

      時から      時まで 

 

病気やケガの際の対応について 

問 20 お子さんの病気やケガの際の対応についてお答えください。 

① この１年間に、宛名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことはありますか。あ

てはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 
 

１． あった       ２．なかった   ⇒ 問 22 へ 
  
    ②にご回答ください 

② この１年間どのように対処しましたか。また、それぞれの日数はどのくらいありましたか。あてはまる答え

の番号すべてに○をつけ、それぞれの日数を記入してください。半日程度についても１日としてカウントし

てください。 

１．父親が休んだ ……………………………………………… 日 ⇒ 問 21 へ 

２．母親が休んだ ……………………………………………… 日 ⇒ 問 21 へ 

３．（同居者を含む）親族・知人に預けた  ………………… 日 ⇒ 問 21 へ 

４．就労していない保護者がみた …………………………… 日 ⇒ 問 22 へ 

５．病児・病後児の保育サービスを利用した ……………… 日 ⇒ 問 22 へ 
 （保育園で実施しているサービスを含む） 

６．ベビーシッターを頼んだ ………………………………… 日 ⇒ 問 22 へ 

７．ファミリーサポートセンターにお願いした …………… 日 ⇒ 問 22 へ 

８．緊急サポートセンターにお願いした …………… 日 ⇒ 問 22 へ 

９．仕方なく子どもだけで留守番をさせた ………………… 日 ⇒ 問 22 へ 

10．その他 （                 ） … 日 ⇒ 問 22 へ 
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問21 【問20の②で「１」～「３」に○をつけた方のみ】 

その際、できれば施設に預けたいと思いますか。預けたい場合、日数はどれくらいですか。枠内に日

数を記入してください。一定の利用者負担が発生する場合があります。 
 

 １. できれば施設に預けたい  年      日   ２. 施設に預けたいとは思わない 

 

一時預かりについて 

問22 この１年間で、私用（買物、習い事、スポーツ、会合、美容院など）やリフレッシュ目的、冠婚葬祭

や病気、あるいは就労のため、宛名のお子さんを家族以外の誰かに一時的に預けたことはありました

か。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。「１．ある」を選ばれた方は、枠内に日

数を記入してください。半日程度についても１日としてカウントしてください。 

 １．ある  →    私用（買い物、習い事等）、リフレッシュ目的  …      日 

          冠婚葬祭、病気 ………………………………………      日 

          就労 ……………………………………………………      日 

２．ない 
 

問23 私用（買物、習い事、スポーツ、会合、美容院など）やリフレッシュ目的、冠婚葬祭や病気、就労の

ために、宛名のお子さんを施設に預けたいと思うことがありますか。預けたい場合、日数はどれくら

いですか。枠内に日数を記入してください。なお、事業の利用には一定の利用者負担が発生する場合

があります。 

 １. できれば施設に預けたい  年      日   ２. 利用したいとは思わない 

 

宿泊を伴う一時預かりについて 

問 24 お子さんを泊りがけで預けなければならなかったことについてお答えください。 

① この１年間に、保護者の用事などにより、宛名のお子さんを泊まりがけで家族以外に預けなければなら

ないことはありましたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 １．あった                     ２．なかった   ⇒ 問 25  へ 

（預け先が見つからなかった場合を含む）     

 

②にご回答ください 

② ①で「１」とお答えの方にお伺いいたします。この１年間どのように対処しましたか。あてはまる答え

の番号すべてに○をつけ、それぞれの泊数を記入してください。また、「親族・知人に預けた」場合の

頼みやすさはどの程度でしたか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

１．（同居者を含む）親族・知人に預けた       １．非常に困難 

              泊           ２．どちらかというと困難  

                          ３．特に困難ではない 

２．緊急サポートセンターなど※を利用した    ………………………  泊 

３．子どもも同行させた      ……………………………… 泊 

４．子どもだけで留守番させた   ……………………………… 泊 

５．その他  （                 ） …… 泊 

 
※緊急サポートセンター（保護者の疾病等の理由による短期間の預かり）、認可外保育施設、ベビーシッターなど 
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ファミリーサポートセンターの利用について 

問 25 宛名のお子さんについて、ファミリーサポートセンターを利用していますか。あてはまる答えの番

号に１つだけ○をつけてください。＜利用料として１時間に７００円程度＞ 

 １.利用している ⇒ 問 26・27・28 へ    ２．利用していない ⇒ 問 29 へ 

 

問 26 【問 25 で「１」に○をつけた方のみ】 

どのような目的で利用していますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１. 学校の登校時間前、下校時間後を補う目的で利用している 

２. 学童や習い事の送り迎えに利用している 

３. 子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している 

４. 祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している 

５. 親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している 

６. その他の目的で利用している（                          ） 

 

問 27 【問 25 で「１」に○をつけた方のみ】 

どれくらいの頻度で利用していますか。枠内に数字を記入してください。 

   月に     日くらい    １回当たり     時間程度 

  

 

問 28 【問 25 で「１」に○をつけた方のみ】 

利用日数・回数を増やしたいと思いますか。希望がある場合は枠内に数字を記入してください。 

 

 １.月に     日くらい   ２. １回当たり     時間程度 

 

 ３.増やしたいと思わない 

 

問 29 【問 25 で「２」に○をつけた方のみ】 

今は利用していないが、できれば利用したいという方は、枠内に数字を記入してください。 

 

 １.月に     日くらい   ２. １回当たり     時間程度 

 

 ３.利用したいと思わない 
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子育て支援サービスについて 
 

問30 下記のサービスを知っていたり、これまでに利用したことはありますか。また、今後、利用したいと思

いますか。サービスごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」、「いいえ」のどちらかに○をつけてく

ださい。 

 Ａ Ｂ Ｃ 

知っている 
これまでに利用
したことがある 

今後利用したい 

①子育てひろば はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

②保健センターの情報・相談事業 
 （妊娠前、妊娠期、出産、産後、育児期の母子保健分野） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

③子育て支援センターの相談事業 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

④家庭教育に関する学級・講座 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑤教育相談室 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑥町の子育て情報サイト「みやしろで育てよっ」 はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑦子育てひろばで実施する行事 
 （工作教室、講座など） はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

⑧子育てサークルや地域で自主的に開催される 
子育てイベント はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

※一定の利用者負担が発生します。 

 

地域社会への関わりについて 

問31 下記の行事や組織に参加していますか。また、参加していないが、今後参加したいとお考えですか。

それぞれについて、「はい」、「いいえ」のどちらかに○をつけてください。また、「今後参加したいで

すか」で「２．いいえ」を選んだ方は理由もお書きください。 

（１）父親についてお答えください 

行事・組織 現在参加していますか 今後参加したいですか 

①保護者会・ＰＴＡ １．はい  ２．いいえ  １．はい ２．いいえ（理由：              ） 

②地域のボランティア活動 １．はい  ２．いいえ １．はい ２．いいえ（理由：              ） 

③自治会の活動 １．はい  ２．いいえ １．はい ２．いいえ（理由：              ） 

④地域で活動するサークル １．はい  ２．いいえ  １．はい ２．いいえ（理由：              ） 

（２）母親についてお答えください 

行事・組織 現在参加していますか 今後参加したいですか 

①保護者会・ＰＴＡ １．はい  ２．いいえ  １．はい ２．いいえ（理由：              ） 

②地域のボランティア活動 １．はい  ２．いいえ １．はい ２．いいえ（理由：              ） 

③自治会の活動 １．はい  ２．いいえ １．はい ２．いいえ（理由：              ） 

④地域で活動するサークル １．はい  ２．いいえ  １．はい ２．いいえ（理由：              ） 
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子育ての楽しさなどについて 

問32 あなたは、自分にとって子育てを楽しいと感じるときが多いと思いますか。それとも大変と感じると

きが多いと思いますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

１．楽しいと感じることの方が多い …………………………………………………… ⇒ 問33 へ 

２．楽しいと感じることと大変と感じることが同じくらい ………………………… ⇒ 問33 へ 

３．大変と感じることの方が多い ……………………………………………………… ⇒ 問33 へ 

４．その他 （                           ） … ⇒ 問34 へ 

５．わからない …………………………………………………………………………… ⇒ 問34 へ 

 

問33 【問32で「１」～「３」に○をつけた方のみ】 

   子育てをする中で、どのような支援・対策が有効（自分にとって子育ての大変さを解消するために必

要なこと）と感じますか。もっともあてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。 

 

１．地域における子育て支援の充実      ２．保育サービスの充実 

３．子育て支援のネットワークづくり     ４．地域における子どもの活動拠点の充実 

５．妊娠・出産に対する支援         ６．母親・乳児の健康に対する安心 

７．子どもの教育環境            ８．子育てしやすい住居・まちの環境面での充実 

９．仕事と家庭生活の両立          10．子どもを対象にした犯罪・事故の軽減 

 11．その他 （              ） 

  

問34 宛名のお子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談で

きる場所はありますか。（１つに○） 

１．いる・ある  ⇒ 問35 へ ２．いない・ない  ⇒ 問36 へ 

 

問35 【問34で「１」に○をつけた方のみ】 

お子さんの子育て(教育を含む)に関して、気軽に相談できる先は、誰(どこ)ですか。（あてはまるものす

べてに○） 

１．祖父母等の親族 ２．友人や知人 ３．近所の人 

４．子育て支援施設（児童館等）・NPO ５．保健所・保健センター ６．小学校 

７．保育所や幼稚園 ８．民生委員・児童委員 ９．かかりつけの医師 

10．自治体の子育て関連担当窓口 11．その他（                ） 

 

問36 子どもが成長するうえで、あなたが大切だと思っていることを最大３つまでお答えください。（近い

将来のことも含めたお考えをお聞かせください）（あてはまるもの３つまでに○） 

１．たくさんの友達との関わり   

３．自由でのんびりする時間   

５．地域の見守り 

７．いろいろとチャレンジする機会 

９．学校の勉強 

11．小さいときからの英語教育、スポーツ教育 

２．家族とのふれあい 

４．好きなことを思い切りやる時間 

６．自然の中での遊び体験 

８．ＩＣＴに関する体験 

10．有名学校への進学 

12．その他（               ） 
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その他 

問 37 この調査にはどなたがご回答くださいましたか。宛名のお子さんからみた関係でお答えください。（１つ

に○） 

１．母親 ２．父親 ３．その他（            ） 

 

問 38 宛名のお子さんのご家庭はひとり親家庭に該当しますか。（１つに○） 
   ※この調査で「ひとり親世帯」とは、死別、離別、未婚などにより、現に配偶者のいない男性または 女性が、20 歳未満

の子どもを育てている世帯とします。 

    ※単身赴任、出稼ぎ、子どもの就学などのため、一時的に別居している場合は除きます。また法律上の婚姻はしていない

が、事実上の婚姻関係にある場合も「ひとり親世帯」からは除かれます。 

    ※法律上の離婚にまでいたっていないが、離婚に向けて具体的な手続きが進んでいる場合などは「ひとり親世帯」に該当

するものとします。 

１．該当する                                   ２．該当しない 

 

問 39 最後に、教育・保育環境の充実など子育て環境や支援に関してご意見がございましたら、ご自由に

ご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートにご協力いただきまして、ありがとうございました。 
 

切手は貼らずに同封の返信用封筒に入れ、 
  

●月●日（●）までにお近くの郵便ポストにご投函ください。 
 


